
２０１６～２０１７年度 №　１

委員会名  

委員長名  

開 催 日 時

開 催 場 所

出　 席　 者 〇 村木 地区ガバナー × 細川 第一副地区ガバナー ○ 今井 第二副地区ガバナー

○ 脇村孝友 委員長 ○ 清水峰次 副委員長 ○ 杉山賢二 副委員長

× 畦地秀明 副委員長 ○ 間明田勝彦 委員 × 小林幸栄 委員

× 沼田卓一 委員 ○ 伊藤　勝 委員 ○ 菅原雅雄 アドバイザー

○ 関真一郎 アドバイザー ○ 川俣貴三雄 アドバイザー

出席オブザーバー

篠 キャビネット幹事 田中 キャビネット会計 ○ 高根澤 キャビネット副幹事

佐久間洋一 委員長 野々晴久 委員長 × 木下榮弘 サポーター

次　　　　第

１ 挨拶

①．委員長 脇村 委員長

２ 司会者選任

３ 書記の選任

４ ご挨拶

①．第二副地区ガバナー 今井　文彦　Ｌ

②．地区ガバナー 村木　秀之　Ｌ

③．キャビネット副幹事挨拶 高根澤輝之　Ｌ

５ 議題

①．前回委員会報告書の件

②．各クラブへのアンケートの件

③．第一副地区ガバナーに質問

④．委員会セミナー開催の件

⑤．１００周年記念事業　薬物乱用防止大パレードの件

⑥．その他

⑦．次回の委員会開催日・場所

６ 閉会

次回開催日時 １５時４５分～１７時３０分

次回開催場所 キャビネット事務局

　２０１６年９月１６日 金曜日　　

　　　　Ｌ　清　水　峰　次　　　　　　　　　　

Ｌ　脇　村　孝　友

　キャビネット事務局　大会議室

第　２　回

１５時４５分～１７時１５分

作   　　成   　　者

委　員　会　報　告

組織再編・コンプライアンス委員会

　２０１６年９月１６日 金曜日

司  会 ・進  行 Ｌ



№　２

議        題

１

　

２ 司会者の選任：　L杉山副委員長が遅れてますので、間明田委員を選任する。

３ 書記の選任：　L清水副委員長が担当

４ ご挨拶

①．第二副地区ガバナー：前回は出席できませんでしたが大変重要な委員会と思います。

②．地区ガバナー：　当委員会は頼みの綱の委員会。キャビネットに質問状が届いていま

　　すが、文書で回答するか、口頭にするかを含め、対応の仕方、内容につき委員長を中

　　心にその中身も検討頂く事もあるかと思います。新たな委員会です、運営上大切と思

　　いますので、今後も引続いで欲しいと思います。宜しくお願い致します。

③．キャビネット副幹事：様々な問題を扱っていく委員会と思います。大いに勉強していき

　　ます。

４ ①．前回委員会報告書の件：（L脇村委員長）　別紙報告書の確認。承認される。

　

②．各クラブへのアンケートの件：（L脇村委員長）　副委員長と共に検討した物を提出して

　　います。

アンケートの内容確認

　１）　①で不在会員が重複。最初を削除

　２）　合併の問題に関わらず、全てのクラブからの回答を求める文章を差し込む。

　３）　宛先にＲＣ、ＺＣを加えてアンケートの趣旨・内容を共有してもらう。

　４）　家族会員も正会員。表記の正確さを期して、必携（55版）P85を参照に書き添える。

　５）　返信先を強調した表記にする。

　補足：クラブの自治に関わるアンケートだけに慎重に。

当委員会の説明文の確認

　１）　説明文の中で”「紛争問題の解決」します”、”円満に早期の解決を行う”等の

　　断定的文言を避け、「目指します」等の表記に差替える。　

③．第一副地区ガバナーに質問の件：（L清水副委員長）　村木ガバナーが先に述べて

　　戴きましたので、今期初の当委員会の継続性をガバナーチームに検討依頼。

④．委員会のセミナー開催の件：（L清水副委員長）

　１）アンケート回収後、クラブ合併についてのセミナーの実施について委員会で検討す

　　る。

審 議 経 過 事 項 の 概 要

挨拶　　脇村委員長より、



№　３

議        題

　２）コンプライアンスに関連したセミナーの実施をすべきか否か

　　（村木ガバナーの回答）：　GMTグループで既にセミナー開催を計画しています。

　　当委員会単独での開催ではなく、GLTを含め今後の進め方を相談する。

⑤．１００周年記念事業　薬物乱用防止大パレードの件：（L脇村委員長）　当委員会１１名

　　の内、本日確認は　５名参加。主に警備係り。詳細は今後。

⑥．その他：（質問状をL脇村委員長が説明。文書回覧）　前期の委員会で決定した事も

　　含まれていますので、丁寧に回答していきます。

⑦．次回開催日

　　　　２０１６年１０月２１日　金曜日　１５：４５～１７：３０　キャビネット会議室

６ 閉会：（L杉山　副委員長）　コンプライアンス委員会ですので、家族会員の表記の正確さ

　　　　など、注意して対応する必要性を実感。勉強していきましょう。

　

審 議 経 過 事 項 の 概 要


